
 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

米百俵フェス有限責任事業組合 

 長岡市 

 

長岡 米百俵フェス ～花火と食と音楽と～ 2020 の開催にあたり、政府が示すイベント開催時にお

ける新型コロナウイルス感染拡大防止対策の段階的緩和の目安（令和２年５月２５日 新型コロナウイ

ルス感染症対策本部資料）、に準じ、安全で安心な観覧環境を提供し実施するもの。 

 

【基本事項】 

 １ 観客は新潟県民限定で、チケット販売は１日５，０００枚上限とする。 

   （入場時に県内在住を証明する書類の提示を求める。） 

 ２ 手指消毒やマスク着用の徹底、イベント前後の感染対策の呼びかけを行う。 

 ３ チケット購入時に観覧者情報（氏名、電話番号、メール等）を把握するとともに、

事前に国の接触確認アプリをインストールすることを促す。 

 ４ 観覧エリアでの三密防止、とりわけスタンディングゾーンではフェイスシールド

とマスクの着用を徹底。 

 ５ 準備段階および公演中に感染拡大の危険性が生じたと判断した場合は、公演中止

を含めた措置を講じる。 

 ６ 感染が拡大し、首都圏や県内等で緊急事態宣言が発出された場合は、中止する場合

もあり得る。 

 

 

【予定している主な対策】 

 〇シャトルバス 

  ・乗車時間の事前予約制により、待機場所の混雑回避を図る。 

  ・乗車前にサーモグラフィーによる検温を行い、発熱がある場合は乗車をお断りする。 

  ・待機列は社会的距離を確保して整列させ、マスク着用および手指消毒を徹底し乗車させる。 

  ・バスを増便して定員の乗車率を制限し、車内は窓開け運行する。 

  ・バスの車内の消毒。 

 〇入退場時 

  ・入場前にサーモグラフィーによる検温を行い、発熱がある場合は入場をお断りする。 

  ・入場時は社会的距離を確保して入場させる。退場時は混雑を避けるため、規制退場を行う。 

  ・入場時にごみ袋を配布し、滞在中のごみは各自管理する。（最終的に各自コンテナへ投入） 

  ・リストバンド交換は、来場者との接触を避けるため、自身で装着し入場させる。 

 〇ライブ会場 

  ・出演者と来場者とが接触するような演出は避ける。 

・飛沫拡散防止のため、ステージと客席は４メートルの間隔を確保する。 

・観覧エリアは、スタンディングゾーンとシートゾーンに分け、社会的距離を確保する。スタン

ディングゾーンではフェイスシールドとマスクの着用を徹底、シートゾーンではと飲食時以外

のマスク着用を徹底する。 

 

※社会的距離＝ソーシャルディスタンス 



 

 〇飲食エリア 

  ・待機列の混雑を回避するため、専用アプリを使用した当日予約制の導入を検討する。 

  ・待機列が発生した場合は、社会的距離を確保した整列を促す。 

  ・飲食場所の 3 密、長時間の滞留を避けるため、会場内の指定した場所で飲食を可能とする。 

  ・飛沫防止パネルを設置する。 

 〇キッズエリア 

  ・すべてのアトラクションは 3 密と接触を避けた設営・運営を行う。 

  ・各アトラクションは当日予約制とし、混雑回避を図る。 

  ・飛沫防止パネルを設置する。 

 〇キャンプエリア 

  ・サイトの間隔は十分な距離を保つ。 

  ・発熱がある利用者は、隔離場所を設け待機する。 

〇キャスト・スタッフ 

・リハーサル、仕込み、公演当日など稼働時の検温実施とマスクの着用を徹底する。 

・37.5°C以上の場合や体調に異変ある場合は、各担当者に報告のうえ、指示を仰ぐ。 

・仕込み撤去において、十分な時間を設定し、3密の重なりの発生防止に努める。 

・機材や備品、用具などの取扱者の選定。不特定者の共有を制限する。 

・楽屋エリアの換気・消毒・除菌を徹底し、手すり、ドアノブ、机、いす、ロッカー、床などを

定期的に除菌する。 

・出演者間の接触や関係者との楽屋面会など、人との接触機会を極力避ける。 

・スタッフ楽屋での三密を避けるため、別途楽屋を設置して人数を分散し、それぞれ飛沫拡散防

止用パネルの設置などを適宜行う。 

〇医療体制 

・救急対応として会場内に看護師を常駐させる。 

・万が一感染者が発生した場合に備え、隔離用別室、移動車両の用意する。 

・感染が疑われる者が発生した場合、すみやかに長岡市民相談窓口の指示を仰ぐ。 

〇その他 

  ・エリア間の移動の際は、相互通行を避け、専用通路（一方通行）を設ける。 

  ・会場内は、手洗い設備の拡充や消毒液を設置する。 

  ・代金授受での接触を避けるため、電子マネー、チケットの導入を推進する。 

  ・会場内にごみ箱は設置しない。各自持ち帰るか、ごみコンテナへ直接投入してもらう。 

  ・スタッフの増員を図り、積極的に注意喚起を行い、来場者には看板等で 3 密回避を周知する。 

 ・チケット購入時に観覧者の氏名及び連絡先の確保に努め、万が一感染者が出た場合に速やかな

連絡が取れる体制を整える。 

 


